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C-36 加温加湿器MR850(F&P社製)使用時の呼気温度変化に関する検討
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[はじめに]人工呼吸管理において加温

加湿は重要であり、現在までに発売されて

きた加温加湿器には様々な様式のものがあ

る。当院では、以前よりパスオーバ型の加

温加湿器を使用してきた。加湿を十分行う

には、温度のコントロールが必要不可欠で、

あるが、呼気流量、一回換気量、周囲温度

により呼気温度は変化する。今回、温度変

化から呼気流量を換算し、温度制御を行う

加制臓器問850(F&P 儲~)を使用す

る機会を得た。そこで、従来当院で使用し

てしも加制服器MR730(F&P間むと

MR850の呼気温度変化に関する検討を行
った。

[実験方法]温度測定には索H云対を利用
した温度計を製作し、(1 )加温加湿器のチ

ャンバー内温度、 (2)呼吸回路の Y ピー

ス部分、 (3)カテーテルマウントの先端部
分の3箇所で1呼吸毎の温度変化を測定し

た。呼吸器は調節呼吸モード、呼吸回数15

回、一回換気量 300、500、8∞mL、呼気
流量 15、30、50υmmと変化させ、呼吸

回路は当院で使用している成人用再使用形

呼吸回路(メデ、ュテ沙問)、小児用ヒー

タワイヤ入りディスポーザブソレ呼吸回路

(DAR社製)を用い、成人用呼吸回路は

呼気側にヒータワイヤを用いた。設定温度

はF&P社が推奨しているYピース部分で

37
0Cとした。
[結果]MR730では加温加湿器の電源

投入後、設定温度に安定するまでに過剰加

温が見られたが、MR850では見られなか

った。呼気流量の変化に対しては各測定部

位で島田730、恥1RB50ともに大きな変化は
確認で、きなかったが、一回換気量を変化さ

せた場合にMR730のYピース部分での温

度が大きく変化した。




